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一
年
の
過
半
を
雪
や
雨
に
聞
き
れ
な
が
ら
生
活
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
気
候
風
土
と
、
こ
こ
で
培
わ
れ
た
富

山
の
県
民
性
と
が
、
富
山
の
家
を
日
本

一
大
き
な
住
ま

い
に
育
て
あ
げ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
大
き
な
家
も
詳
細
に
観
察
す
る
と
外

観
を
凝
り
、
接
客
間
に
大
枚
の
お
金
を
費
し
、
世
間
体

を
気
に
し
て
い
る
。
一
方
、
生
活
者
に
と
っ
て
肝
心
の

居
間
や
台
所
や
便
所
や
風
日
場
な
ど
日
常
性
の
高
い
と

こ
ろ
は
と
み
る
と
、
こ
と
ご
と
く
倹
約
し
て
い
る
ふ
う

な
の
で
あ
る
。

元
来
、
富
山
県
の
民
家
は
、
凍
し
い
切
妻
造
で
あ
り

っ
か

白

書

わ

〈

〈
み

し

勺
く
い

外
壁
は
束
と
貰
を
枠
組
に
漆
喰
ぬ
り
の
清
楚
な
も
の
で

あ
っ
た
。
一
方
、
町
家
に
目
を
転
じ
て
み
て
も
、
シ
ン

プ
ル
な
妻
庇
を
お
互
い
に
上
下
し
て
、
隣
家
と
の
出
会

い
を
ゆ
ず
り
あ
い
な
が
ら
、
町
並
み
を
形
成
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
わ
け
で
も
、
砺
波
平
野
の
散
居
は
、
住

ま
い
と
カ
イ
ニ
ョ
は
四
季
折
々
に
及
ぶ
知
恵
が
、
生
活

の
隅
々
に
し
み
こ
ん
で
い
て
、
み
る
か
ら
に
た
の
も
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。

措
緯
築
風
景
を

考
え
る

アップ4

ライスボウルの覇者
京大アメフトのQB

束海辰也さん

こ
の
よ
う
に
富
山
の
住
ま
い
の
新
旧
を
比
較
し
て
み

か
お

る
と
、
文
化
の
香
り
は
む
し
ろ
古
い
風
景
に
こ
そ
み
ら

れ
る
が
、
新
し
い
も
の
に
は
そ
の
雰
囲
気
す
ら
感
じ
ら

れ
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

資
源
有
限
時
代
を
迎
え
、
た
び
重
な
る
経
済
の
大
変

動
を
経
験
し
た
今
日
、
国
際
化
、
情
報
化
、
高
学
歴
化
、

京
都
大
学
農
学
部
三
回
生
東
海
辰
也
さ
ん
(
氷
見
市

出
身
・
高
岡
高
校
卒
)
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
の

Q
B
(
ク
オ
ー
タ
ー
パ
ッ
ク
)
。
そ
う
で
す
、

あ
の
ラ
イ
ス
ボ
ー
ル
(
一
月
三
日
・
重
立
競
技
場
)
で

稲

葉

実
ヘ三
四
五
建
築
研
究
所
J

F

代
表
取
締
役
社
長
」

高
齢
化
な
ど
が
急
速
に
進
展
し
て
く
る
と
、
私
た
ち
は

未
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社
会
が
足
ば
ゃ
に

や
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
、
不
安
に
な
る
の
で
あ

る
。具

体
的
に
は
、
軽
薄
短
小
と
か
、
少
量
多
品
種
時
代

と
い
う
よ
う
に
、
か
つ
て
社
会
目
標
と
し
て
き
た
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
は
色
あ
せ
、
分
衆
化
、
個
性
化
に
対
処

し
う
る
柔
軟
な
社
会
の
仕
組
を
各
方
面
で
編
み
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
一
方
で
は
、
こ

の
よ
う
な
社
会
の
流
れ
を
か
な
り
危
険
が
と
も
な
う
と

し
て
も
、
ト
ー
タ
ル
に
コ

l
デ
ィ
、
不
l
ト
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
も
見
逃
が
せ
な
い
事
実

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国
際
化
や
情
報
化
が
地
球
規
模

で
加
速
さ
れ
て
い
る
現
在
、
文
化
の
平
均
化
も
同
様
に

進
行
し
て
く
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

私
達
は
か
つ
て
西
欧
に
追
い
つ
け
追
い
越
せ
を
合
言

葉
に
、
民
族
の
歴
史
、
文
化
を
否
定
す
る
こ
と
こ
そ
近

代
化
へ
の
近
道
と
思
い
込
ま
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と

は
、
中
央
と
地
方
と
い
う
関
係
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

っ
た
。
情
報
化
が
加
速
さ
れ
た
今
日
も
な
お
そ
の
影
が

色
濃
く
残
っ
て
い
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
こ
こ
い

ら
で
、
本
気
で
私
達
自
身
、
自
ら
を
識
る
努
力
を
し
な

い
と
、

富
山
の
風
景
は
ま
だ
ま
だ
良
く
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。

社
会
人
代
表
チ
ー
ム
の
レ
ナ
ウ
ン
を
破
っ
て
日
本

一
に

な
っ
た
京
大
チ
ー
ム
の

Q
B
な
の
で
す
。

高
校
時
代
は
野
球
部
で
フ
ァ
ー
ス
ト
を
守
っ
て
い
た

東
海
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
た

き
っ
か
け
は
、

一
緒
に
京
大
に
入
っ
た
屋
敷
利
紀
さ
ん

(
高
岡
市
出
身
・
高
岡
高
校
卒
、
京
大
チ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
)

が
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
勧
誘
を
受
け
て
入
部
し
た
こ
と

で
す
。

入
部
後
二
力
月
ほ
ど
た
っ
て
、
大
社
コ
ー
チ
(
第

一

回
ラ
イ
ス
ボ
ウ
ル
の
際
の
京
大
Q
B
)
に
そ
の
強
肩
を

み
と
め
ら
れ
Q
B
に
な
リ
、
以
来
、
着
々
と
力
を
付
け
、

今
回
の
ラ
イ
ス
ボ
ウ
ル
で
も
大
活
躍
、
最
優
秀
選
手
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
関
西
リ
ー
グ
て
の
雪
辱
を
期
し
て
水
野
監

督
の
「
常
に
勝
ち
を
意
識
せ
よ
」
の
言
葉
を
胸
に
練
習

に
継
ぐ
練
習
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
以
外
の
事
は
考
え
る
暇

も
無
か
っ
た
と
か
。
練
習
は
毎
日
、
グ
ラ
ン
ド
で
三
時

間
、
そ
の
ほ
か
屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
も
含
め
る
と

一

日
に
八
時
間
か
ら
九
時
間
に
も
お
よ
び
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
「
僕
は
監
督
か
ら
、
お
ま
え
は
ま
だ

個
人
プ
レ

l
に
走
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
上
手
に
選
手
を
使
っ
て
、
勝
ち
の
ゲ
ー
ム
を
作

っ
て
い
く
Q
B
に
な
リ
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
今
年
は

四
回
生
に
な
る
の
で
、
僕
の
あ
と
の

Q
B
を
育
て
て
い

か
ね
ば
な
リ
ま
せ
ん
。
今
年
は
昨
年
に
も
増
し
て
忙
し

く
な
リ
そ
う
で
す
U

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。



北
陸
新
幹
線

本
格
着
工
ヘ

大
き
く
前
進

北
陸
新
幹
線
は
「
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
」
に
よ

り
、
昭
和
四
十
八
年
整
備
計
画
決
定
以
来
、
十
有
余
年

準
備
調
査
等
を
経
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
着
実
に
前

進
し
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
年
十
二
月
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
(
略
称

「
鉄
建
公
団
」
)
か
ら
環
境
影
響
評
価
報
告
書
が
公
表
さ

れ
、
北
陸
新
幹
線
(
高
崎
・
小
松
間
)
の
工
事
実
施
計
画
認

可
申
請
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
新
幹
線
建
設
は
新
た
な

局
面
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
昭
和
六
十
二
年
度
政
府
予
算
編
成
期
を

控
え
た
昨
年
十

一
月
か
ら
建
設
促
進
国
会
議
員
連
盟
の

役
員
会
や
総
会
の
開
催
、
北
陸
新
幹
線
沿
線
の
知
事
、

県
議
会
、
市
長
会
、
経
済
界
な
ど
沿
線
関
係
者
に
よ
る

波
状
的
な
陳
情
、
さ
ら
に
十
二
月
二
十
五
日
に
は
整
備

新
幹
線
早
期
着
工
促
進
議
員
連
盟
と
整
備
新
幹
線
沿
線

十
八
都
道
府
県
共
催
の
整
備
新
幹
線
着
工
実
現
総
決
起

大
会
(
千
五
百
名
参
加
)
を
開
催
す
る
な
ど
、
強
力
な

運
動
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
結
果
、
昨
年
十
二
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
昭

和
六
十
二
年
度
予
算
案
を
め
ぐ
る
政
府

・
与
党
の
政
治

折
衝
で
は
、
整
備
新
幹
線
の
取
リ
扱
い
に
つ
い
て
、
次

の
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま
レ
た
。

-
}
れ
か
ら
の
課
題

「
整
備
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
逐
次
建
設
に
着
手
す

る
。」
「
五
十
七
年
九
月
二
十
四
日
の
閣
議
決
定
を
変
更

す
る
。」
と
さ
れ
た
も
の
の
、
北
陸
新
幹
線
の
本
格
着
工

の
た
め
に
は
、
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
障
害
が
ま
だ

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
着

工

順

序

東

北
、
北
陸
、
九
州
(
鹿
児
島
ル
ー
ト
)

の
三
線
を
、

北
海
道
、
九
州
(
長
崎
ル
ー
ト
)
の
二
線

よ
リ
優
先
す
る
と
決
ま
リ
ま
し
た
が
、

三
線
同
時
着
工

と
は
限
リ
ま
せ
ん
。
三
線
の
中
て
の
順
序
が
つ
け
ら
れ

る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
建
設
財
源
政
府

・
与
党
の
合
意
で
は
、
「
新
幹
線
の

建
設
費
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
鉄
建
公
団
に
対
し
百
五

十
億
円
を
計
上
す
る
。
財
源
は
、
と
リ
あ
え
ず
財
投
及

び
利
用
債
と
す
る
。」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
着
手
に

あ
た

っ
て
は
、
:
:
:
本
年
度
末
を
目
途
に
整
備
新
幹
線

財
源
問
題
等
検
討
委
員
会
の
結
論
を
得
る
も
の
と
す
る
U

と
さ
れ
、
同
委
員
会
の
結
論
を
待
た
ね
ば
な
リ
ま
せ
ん

0

.
そ

の

他

政

府

・
与
党
の
合
意
て
は
、
着
手
に
あ
た

っ
て
「
国
鉄
改
革
関
連
法
に
よ
リ
設
立
さ
れ
る
新
会
社

の
発
足
後
遅
滞
な
く
、
こ
れ
ら
の
会
社
の
意
見
を
聞
く

も
の
と
す
る
。¥
「
必
要
に
応
じ
、
関
係
地
方
公
共
団
体

の
怠
見
を
聞
く
。」
と
の
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
鉄
分
割

・
民
常
化
後
の
新
会
社
や
並
行
在
来

線
と
の
か
か
わ
リ
の
ほ
か
、
運
常
主
体
の
在
リ
方
、
小

松
以
西
の
ル
ー
ト
な
ど
詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

点
が
多
々
あ
リ
ま
す
。

こ
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
昭
和
五
十
七
年
九

月
の
「
整
備
新
幹
線
計
画
は
、
当
面
見
合
わ
せ
る
。」
と

し
た
閣
議
決
定
を
「
変
更
す
る
に
と
し
、
「
逐
次
建
設

に
着
手
す
る
。」
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
い
ま
ま
で
着
工

凍
結
の
閣
議
決
定
が
新
幹
線
建
設
促
進
の
大
き
な
壁
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
壁
を
こ
え
た
と
い
う
こ
と

は
、
建
設
促
進
の
立
場
か
ら
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
幹
線
の
建
設
主
体
と
し
て
、
「
鉄
建
公
団
に

つ
い
て
は
、
:
:
:
・:
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
本
体
工
事
が
完

了
し
た
時
点
に
お
い
て
、
他
と
の
統
合
等
を
図
る
U

と

し
た
昭
和
五
十
四
年
の
閣
議
決
定
を
見
直
し
、
鉄
建
公

団
を
存
続
し

「整
備
新
幹
線
の
建
設
を

一
元
的
に
行
い

得
る
。」
と
し
で
い
ま
す
。

今
回
の
こ
の
政
府

・
与
党
の
合
意
事
項
は
、
北
陸
新

幹
線
の
本
格
着
工
ヘ
向
け
て
の
大
き
な
前
進
と
い
え
ま

す
。
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一
、
整
備
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
逐
次
建
設
に
着
手

す
る
。

二
、
そ
の
た
め
東
北
、
北
陸
、
九
州
(
鹿
児
島
ル
ー

ト
)
新
幹
線
の
建
設
費
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
鉄
建
公

団
に
対
し
百
五
十
億
円
を
計
上
す
る
。
財
源
は
、
と
り

あ
え
ず
財
投
(財
投
H
財
政
投
融
資
)
及
び
利
用
債
と
す
る
。

三
、
鉄
建
公
団
に
係
る
、
五
十
四
年
十
二
月
二
十
八

日
の
閣
議
決
定
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
見
直
す
と
と
も

に
、
同
公
団
が
整
備
新
幹
線
の
建
設
を
一
元
的
に
行

い
得
る
も
の
と
し
、
そ
の
際
、
党
に
お
け
る
新
技
術

者
集
団
の
構
想
と
の
調
整
を
図
る
。

四、

川
五
十
七
年
九
月
二
十
四
日
の
閣
議
決
定
を
変

更
す
る
。

ω着
手
に
あ
た
っ
て
は
、
六
十
年
八
月
二
十
二
日
の

政
府
・
与
党
申
合
せ
に
沿
っ
て
本
年
度
末
を
目
途
に

整
備
新
幹
線
財
源
問
題
等
検
討
委
員
会
の
結
論
を
得

る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、

国
鉄
改
革
関
連
法
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
新

会
社
の
発
足
後
遅
滞
な
く
、
こ
れ
ら
の
会
社
の
意
見

を
聞
く
も
の
と
す
る
。

こ
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の

意
見
を
聞
く
。

玉
、
北
陸
新
幹
線
(
小
松
・
武
生
問
)
及
び
九
州
新

幹
線
(
長
崎
ル
|
卜
)
に
つ
い
て
は
、
着
工
準
備
作

業
所
を
設
置
し
て
所
要
の
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

北
陸
新
幹
線
(
武
生
以
西
)
及
び
北
海
道
新
幹
線
に

つ
い
て
引
き
続
き
所
要
の
調
査
を
進
め
る
。

一

一

六
、
建
設
推
進
準
備
事
業
費
と
し
て
、
鉄
建
公
団
に

三
十
億
円
を
計
上
す
る
。

早
期
着
工
の
実
現
を

北
陸
新
幹
線
実
現
に
む
け
て
、
こ
れ
ま
で
国
会
議
員
、

新
幹
線
沿
線
各
県
の
関
係
の
方
々
を
は
じ
め
県
民
の
皆

さ
ん
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
、
ご
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
は
ふ
る
さ
と
の
新
世
紀
を
切
リ
拓
き
ま

す
。
同
時
に
東
海
道
新
幹
線
と
機
能
を
補
完
レ
合
い
災

害
時
の
安
全
保
障
線
と
し
て
の
意
味
合
い
も
持

っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
建
設
に
と
も
な
う
地
域
開
発
や
内
需
拡

大
な
ど
社
会
的
効
果
に
も
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
リ
ま

す
。昭

和
四
十
年
九
月
、
金
沢
市
で
開
か
れ
た

一
日
内
閣

で
北
陸
新
幹
線
が
「
北
回
リ
新
幹
線
構
想
」
と
し
て
打

ち
出
さ
れ
て
以
来
、

二
十

一
年
。
今
回
の
政
府

・
与
党

の
合
意
に
よ
リ
、
北
陸
新
幹
線
は
実
現
に
向
け
て
大
き

く
前
進
し
ま
し
た
。
じ
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
ま
だ

ζ

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
も
多
く
残
さ
れ
て

v
い
¥

い
ま
す
。

-

J
 

北
陸
新
幹
線
の
実
現
、
早
期
着
工
を
め
ざ
し
て
皆
さ

F4
'

ん
の

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

mwluf



刀ム/可。/~
Jムご'1' ご1'-
ー 1 本『え『

求、 Fy
hf・「 Jja可

ぷJ¥ pJ'41F
県総合運動公園のイメージ

富山県総合運動公園(仮称)建設位置概要図

-
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121世紀とやま健康の森|

富山県総合運動公園(仮称)

事業覚書調印式

昨
年
末
、
県
が
誘
致
を
進
め
て
い
る
西
暦

千
年
(
昭
和
七
十
五
年
)
国
体
の
メ
イ
ン
会
場
と

な
る
富
山
県
総
合
運
動
公
園
(
仮
称
)
の
建
設
場

所
が
、
富
山
市
新
保
地
区
の
神
通
川
右
岸
(
約

四
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
に
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
公
園
の
基
本
テ
l
マ〉

昭
和
六
十
年
度
に
行
わ
れ
た
基
本
計
画
策
定
調
査
(
モ

デ
ル
.フ
ラ
ン
)
に
よ
れ
ば
、
こ
の
運
動
公
園
の
テ
ー
マ

は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
「
健
康
づ
く
リ
」
を
中
心
に
「
花

と
緑
」
「
科
学
技
術
」
の
三
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
誰
で
も
い
つ
で
も

利
用
で
き
る
運
動
公
園
(
マ
ル
チ
パ
ー
ク
)
、
花
と
緑
に

包
ま
れ
た
優
し
く
さ
わ
や
か
な
運
動
公
園
(
メ
ル
ヘ
ン

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
)
、
新
し
い
科
学
技
術
と
ふ
れ
あ
え
る

運
動
公
園
(
ハ
イ
テ
ク
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
)
と
す
る
こ

と
が
基
本
的
な
ね
ら
い
で
す
。

ま
た
、
空
間
構
成
は
体
力

・
競
技
力
の
向
上
を
目
指

レ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
」
健
康
保
持
の
た
め
の
「
ヘ

ル
シ
|
ゾ
ー
ン
」
や
す
ら
ぎ
の
場
と
し
て
の
「
リ
ラ
ッ

ク
ス
ゾ
ー
ン
」
の
三
つ
か
ら
な
り
、
全
体
を
「
幻
世
紀

と
や
ま
健
康
の
森
」
と
呼
べ
る
も
の
に
し
た
い
と
提
案

し
て
い
ま
す
。

4 

〈
施
設
の
構
成
例
〉

「
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
」
で
は
第

一
種
公
認
陸
上
競
技
場

や
補
助
競
技
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
野
球
の
楽
レ
め
る

ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
イ
ベ
ン
ト
活
動
に
も
利
用
て

き
る
通
年
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
あ
る
全
天
候
型
ス
ー
パ

ー
ド
ー
ム
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
ヘ
ル
シ

l
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
ス
カ
ッ
シ
ュ
な
ど
室
内

型
軽
ス
ポ
ー
ツ
も
可
能
で
公
園
全
体
の
管
理
、
サ
ー
ビ

ス
の
中
枢
と
な
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
、
軽
ス
ポ

ー
ツ
、
遊
戯
活
動
の
場
と
な
る
健
康
広
場
、
ス
ポ
ー
ツ

ユ
ネ
ス
コ
村
な
ど
が
。

ま
た
、
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
ゾ
ー
ン
」
て
は
、
花
と
緑
に
固

ま
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
や
メ
ル
ヘ
ン
ガ
ー
デ
ン
、
ピ

ク
ニ
ッ
ク
の
で
き
る
や
す
ら
ぎ
の
草
原
な
ど
が
施
設
の

構
成
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
を
設
け
た
リ
、
夜
間
や
冬
期
間
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
運
営
利
用
面
に
も
工
夫
し
、
県
民

だ
れ
も
が
気
軽
に
か
つ
快
適
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

施
設
に
レ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

5 

¥
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
l
シヨ
/

/
X
ゾ
l
ン

¥

新
保
地
区
に
は
す
で
に
、
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
、
空

港
緩
衝
緑
地
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
等
の
ス
ポ
ー
ツ・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
立
地
し
て
お
り
(
一
部
整

備
中
)
、
将
来
は
、
富
山
空
港
周
辺
地
区
に
総
合
運
動
公

園
を
中
心
と
し
た
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
全
国
高
校
総
体
の
開
催
が
予
定
さ
れ
る
昭
和

六
十
九
年
ま
で
に
陸
上
競
技
場
な
ど
の

一
部
施
設
を
、

ま
た
、

二
千
年
国
体
ま
で
に
は
全
施
設
を
完
成
さ
せ
る

予
定
と
な
っ
て
お
リ
、

二
十

一
世
紀
に
お
い
て
全
国
に

誇
れ
る
運
動
公
園
と
な
リ
ま
す
。



第1~回富山県
県政世論調査の概要

県
民
の
皆
さ
ん
が
県
政
に
ど
の
よ
う
な
関
心
や
、

期
待
を
お
持
ち
か
を
適
格
に
把
握
し
、
今
後
の
県

政
推
進
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
県
政
世
論
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
今
日
の
高
齢
化
社
会
の
到

来
や
価
値
観
の
多
様
化
、
情
報
化
や
国
際
化
の
進

展
な
ど
大
き
な
時
代
の
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
の
な
か
で
、

引
世
紀
へ
向
け
て
県
が
抱
え
る
課
題
等
を
中
心
に
、

県
政
全
般
に
わ
た
り
県
民
の
意
識
や
行
動
を
調
査

し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
-
-
の
調
査
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。調

査
の
概
要

調
査
の
項
目

川

観

光

富

山

ω
総
合
運
動
公
園
の
建
設

問
米
の
消
費
拡
大

川

広

報

・
公
聴

川
県
政
へ
の
要
望

調
査
の
設
計

川

調

査

地

域

間

調

査

対

象

用利の林フドミ
フド木

あなたは、森林を保健休養などの場として活用することについて

どのようにお考えですか。

同
「
』:
 

阿
「
』

(8) (6) (4) (2) 

森
林
の
利
用

婦
人
問
題

警
察

施
策
の
認
識

(5) (4) (3) 

富
山
県
全
域

満
二
十
歳
以
上
七
十
九
歳
ま
で
の

男
女

一
千
二
百

層
化
副
次
無
作
為
抽
出
法

昭
和
六
十
一
年
八
月
一
日
i
八
月

+
四
日

調
査
員
に
よ
る
個
別
面
接
調
査

標

本

数

抽
出
方
法

調
査
方
法

(6) 

調
査
方
法

a 

ト

Lr
i
d
t1
sa
 

この 1年間に森や山ヘ行ったことのある人

は、県民のほぼ 6害1](59.4%)て、その主な目

的は、「山菜とリ」と「ハイキング」です。ま

た、森林の活用について は、「施設などをさら

に整備すべきだJ r自然のままにし、開発すべ

きでないJr現状ぐらいでよい」とする意見に

三分されています。

(%) 森林を保健休養などの場とし

て活用することについて

回
収
の
結
果

川

回

収

数

ω
回
収
不
能
数

転

居
一
時
不
在

拒

否
病

気

調
査
結
果
の
み
か
た

・
結
果
は
百
分
比
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。
数
表
お
よ

び
解
説
の
百
介
比
は
少
数
第
二
位
を
四
捨
五
入
し
て

あ
り
ま
す
。

・
質
問
末
尾
に
「
(
M
A
)」
と
あ
る
の
は
、
一
つ
の
質

問
に
た
い
し
て
二
つ
以
上
の
回
答
を
認
め
た
場
合
を

示
し
て
い
ま
す
。

・
数
表
中
に
「
N
」
と
記
し
て
あ
る
の
は
、
『
分
類
別
各

層
の
対
象
者
総
数
を
示
し
て
い
ま
す
。

・
数
表
中
に
「
N

A
」
と
記
し
て
あ
る
の
は
、

の
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

九
百
五
十
四
(
七
九
・
五
%
)

二
百
四
十
六
(
二

0
・
五
%
)

三
十
八
/
長
期
不
在
三
十
三

四
十
一

/
住
所
不
明
十
九

八
十
八
/
調
査
不
能
十
七

+ 

無
回
答

総合運動公園の建設

総合運動公園の整備の方向については、「誰

でも参加できる、健康スポーツのための施設

が中心となっているもの」と「ゆとリのある

広いスペースの公園の中に運動施設があるも

の」にしていくべきと考える人の割合が高く

な っています。

(N = 954) 

県では、 2000年の国体を富山県で開催する予定て¥現在、その為

の主全場となる陸上競技場などを中心とした総合運動公園の計画を

検討しております。

この総合運動公園について、あなたはどのようなものにしていく

べきとお考えですか。次の中から 2つ以内て、選んで、ください。(MA)

65.8 

60 (%) 

56.7 

50 40 30 

20.2 

20 10 

他

誰でも参加できる、健康スポーツのため
の施設が中心となっているもの

ゆとりのある広いスペースの公園の中に
運動施設があるもの

収容人員の多い観客席を持った、本格的
なスポーツ施設が中心とな っているもの

色々な運動施設が数多く集中し、比較的
に公園部介が少ないもの

総合運動公園の整備の方向

日
守
J:
 

ロド
Ea

ょせ

(N=954) 
σ〉

山宮
田光観

次の県内で実施されている祭 りや催し物等で、あなたが最近(過去

5年間程度)で行っ たこと のあるも のはどれですか。し、くつでもあげ

てください。 (MA)

可
J=
 

n
H
E
e
 題問人タ吊「男は仕事、女は家庭」という考え方がありますが、あなたはこの

ことについてどう思いますか。次の中から 1つだけ選んでください。

問

この1年間に、県民の4人のうち3人 (75.6%)

が、観光レク リ工ーショ ン旅行をして います。

また最近行った ことのある所は、観光地・観

光施設等ては、「魚津水族館・ ミラーシ"ュラン

ド」、イベントで は「砺波チュー リップフェア」

がそれぞれ最も多 くな づています。

(%) 

47.5 

50 

27.3 

26.7 

24.3 

24.2 

17.4 

12.9 

12.3 

12.3 
最近行ったニとのある県内の

7.8 
祭りや催し物等(上位10位)

( N =954) 

6 

40 30 20 10 

砺波チューリップフェア

高岡七夕まつり

富山チンドンコンクール

八尾おわら風の盆

高岡御車山祭

富山まつり(おらっちゃまつり)

福野夜高祭

城端麦屋祭

福岡っくりもんまつり

魚津まつり(たてもんまつり)

男女の地位について、「平等 になっていない」

と思う人はおよそ 7割を占めています。また、

「男は仕事 、女は家庭」という男女の役割を固

定的に考える社会通念を否定す る人が、肯定

する人を上回リました。

(%) 

(N=954) 

7 

「男は仕事、女は家庭」という

考えに対する意識



タ帯i哉三刃
口IG¥の策方包

県の主要施策についてお聞きします。現在、県が推進している次

の事柄のうち、あなたが知っているものはどれですか。 (MA)

回目

1
J

二

回
H
E
a 題問人今の 日本では、男女の地位は平等になっていると思いますか。

それともまだ平等になっていないと思いますか。

問

県の施策の周知状況は、「北陸新幹線建設促

進」が周知率83.8%でトップを占め、次いで

「総合雪対策事業の推進」が56.3%と昨年よリ

大幅に増加じています。

(%) 
80 90 

(N =954) 県の主要施策の周知状況

男女の地位は平等になっているか (N=954) 

平等になっている

17.7 

平等になっていない

68.6 

全体
(N =954) 

70 

83.8 
(83.7) 

60 50 40 30 20 10 

北 陸新幹線建設促進

何

56.3(37.8) 

44.3(45.5) 

42.9(49.0) 

総合雪対策事業の推進

東海北陵自動車道及び北陸
関東産業道路の建設促進

テ クノポリスの建設

総 合運動公園の推進
" .8 65.9 22.3 

生J産スポーツプランの推進

情 報公開制度の導入

グリーンプランの推進

知ら な 15.4 71.0 13.6 
昨年度調査結果カッコ内

米の消費拡大

県民の毎日の主食としてごはんを食べる人の

割合は、朝食76.0%、昼食83.3%、夕食96.7%

となってあ、リ、 一 日三食ごはんが主食である

ことに変わリはあリませんが、朝食にパンを

食べる人の比率は昭和55年度の県政世論調査

結果と比べると11.7%から20.5% と増加して

います。米の消費拡大策としては、「米の良さ

をもっと PRする」、「学校給食をごはんにす

る」などがよいと思う人が多くなっています。

県では、米の需給均衡に資するとともに、健康・栄養的観点から、

米を中心とした日本型食生活を広〈維持、定着させていくため、米

の消費拡大事業を推進しています。 あなたなら、米の消費量を増や

すにはどうすればよいと思われますか。次の中からし、〈つでもあげ

てください。 (MA)

(45.5) 
51:5' (~~.!) (44.4) 

崎， ."45.0(32.6)

34.8 (37.6) 

27.0 (27.7) 

19.2 (16.0) 

9.6 (1.7) 

L、

問

県政への要望
あなたが、いま県の施策で力を入れてはしいと思われるものはど

んなことですか。 5つ以内であげてくださ L、。 (MA)

問

米の消費拡大のための方策

(N =954) 

カッコ内:昭和54年度
県政世論調査結果

っ
と

P
R
す
る

米
食
の
良
さ
を
も

わ

か

ら

な

い

な
L

何
も
す
る
必
要
は

を
お
さ
え
る

小
麦
な
ど
の
輸
入

開
発
す
る

米
の
加
工
食
品
を

米
を
つ
く
る

も
っ
と
お
い
し
い

を
た
か
め
る

米
に
対
す
る
関
心

価

格

を

下

げ

る

ん
に
す
る

学
校
給
食
を
ご
は

(%) 
50 

40 

30 

20 

10 

0 

県に最も力をいれてほしいのは、今回の調

査で新たに設けた選択肢「総合雪対策」で、

52.4%と県民の二人に一人が望んでいます。

次いで「物価 ・消費生活」、「北陸新幹線」、「社

会福祉」、「学校教育」、「高齢化対策」の順と

なっておリ、中ても今回初めて「ヰヒ陸新幹線」

が第 3位を占めたことが注目されます。また、

今回もう一つ新たに設けた選択肢「高齢化対

策」が24.3%で第 6位を占め、全国平均を上

回るテンポて高齢化が進んでいる本県では、

一段と期待されていることがわかリます。

宏一小
萄矢

1==コ

高齢者の交通事故を防止するために、特に有効だと思われるのは

どんなことでしょうか。次の中から 2つ以内て‘あげてください。

(%) I (MA) 
50 i 44.0 

問

|ぷ 58 59 60 61 

| イ立 物価・消9.8費)生活 物価・消費生活 物価・消費生活
総合(5雪2.4)対策(38. (35 

2f:立 社会(34.6福) 祉 下水(2道8.9)整備 社会(27.福1) 祉 物価(・34消.費1)生活

31:立 下水(3道2.2)整 備 社 会(28.7福) 祉 学校(26.7教) 育 北陸(2新8.8)幹線

4位 学校(29.9教) 育 学校(28.4教) 育 下 水(2道5.，9)整備 社会(27.9福) 祉

5位 医療(・2保4.7健)衛生 医療・保4.6健)衛生 北陸(新)幹線 学校(25.6教) 育25.3 

6i立 雇用安(定23・.5労)働対策 道路(23.7整) 備 医療(・2保1.9健)衛生 高 齢(2化4.3)対策

7 イ立 道路(19.4整) 備 北 陸(2新3.3)幹線 雇用・ 0労.9働)対策 下 水(2道2.7)整備

8イ立 青少年(1健9.2全)育成 青少年(2健1.9全)育成 道路(20.0整) 備 道路(19.7整) 備

9 イ立 交通(19.0安) 全 雇用安(定17・.9労)働対策 青少年(1健6.7全)育成 医療・保健衛生

10位北陸(新8.2)幹線大学・短6.7大)整備大学・短6.2大)整備雇用・ 6労.2働)対策

(%) 県政への要望上位10項目(昭和58年度~昭和61年度)

犯罪のない明るい地域社会を築くために警

察に力を入れてほしいことは、「青少年の非行

防止のための民間ボランティアの育成」、また、

高齢者の交通事故防止対策ては、「歩道や信号

機など高齢者が安全に利用できる交通施設の

改良・整備」がそれぞれトップを占めました。

高齢者の交通事故防止対策

(N =954) 

38.2 
40 

30 

20 

8 

そ

σ〉

他

通
指
導
・
取
締
り

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
交

別
指
導

街
頭
で
の
高
齢
者
へ
の
個

通
安
全
教
育

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
交

交
通
安
全
教
育

家
族
に
よ
る
高
齢
者
へ
の

安
全
教
育

高
齢
者
を
集
め
て
の
交
通

交
通
施
設
の
改
良
・
整
備

者
が
安
全
に
利
用
で
き
る

歩
道
や
信
号
機
な
ど
高
齢

10 

この調査についてもっと詳しく知りたい

方は県広報課までお問い合わせ下さい。

9 
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このシンボルマークは、国連の

人間居住センターが定めだもので、

三角形は住居を、中央の人聞の姿

は世界のすべての国のあらゆる人

種の人々を意昧しています。周囲

のオリーブの枝は、国連のシンボ

ルです。

国際居住年の

公式シンボルマーク

IYSH.1987 

国際居住年

今
年
ば
「
国
際
居
住
年
」

国
際
連
合
は
、

一
九
八
七
年
を
国
際
居
住
年
と
し
、

世
界
各
国
、
特
に
開
発
途
上
国
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
当
面
す
る
劣
悪
な
住
居
及
び
居
住
環
境
の
改
善
を
進

め
る
と
と
も
に
、
西
暦
二
0
0
0年
ま
で
の
長
期
展
望

に
立
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
実
際
的
な
解
決

方
法
を
見
い
だ
す
よ
う
よ
り
一
層
の
努
力
を
行
う
こ
と

を
要
請
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
実
情
に
応
じ
た
住
居
及
び

居
住
環
境
の
改
善
の
た
め
の
努
力
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
リ
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
国
際
会
議
の
開

催
、
交
流
事
業
の
実
施
、
展
覧
会
の
実
施
等
様
々
な
活

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

こ
の
国
際
居
住
年
を
機
会
に
、

一
人
ひ
と
リ
が
日
本

の
、
そ
し
て
世
界
の
居
住
問
題
を
も
う
一
度
見
つ
め
な

お
し
、
そ
の
改
善
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
の
も
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

¥"(S'" 

北
の
四
島

第
必
回
県
展
、
刀
、
あ
ん
な
い

第
位
回
県
展
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
出
品
さ
れ
る
方
は
、
出
品
の
条
件
、
規
格
等

を
参
照
の
う
え
出
品
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

格
〉
出
品
資
格
は
、
県
内
在
住
者
及
び
本
県
出
身
者
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
中
学
生
以
下
は
除

き
ま
す
。

数
〉
出
品
点
数
は
、
各
部
門
に
つ
い
て

一
人

一
ぃ
白
…
と
し
ま
す
。

件〉

一
、
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
リ
ま
す
。

二
、
日
本
画
部
門
は
、
額
装
と
し
、
ガ
ラ
ス
・
ア
ク
リ
ル
板
を
つ
け
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

三
、
水
彩
画
、
版
画
は
、
洋
画
部
門
と
し
ま
す
。
(
ア
ク
リ
ル
板
は
可
と
す
る
。
)

四
、
書
部
門
は
、
額
ま
た
は
枠
ぱ
リ
と
レ
、
築
刻
を
除
き
ガ
ラ
ス
を
つ
け
な
い
も
の
と
レ

ま
す
。
(
ア
ク
リ
ル
板
は
可
と
す
る
。
)

五
、
写
真
は
、
木
製
パ
ネ
ル
に
よ
る
紙
テ
ー
プ
の
枠
ぱ
リ
ま
た
は
金
属

・
木
製
の
額
装
と

レ
、
ガ
ラ
ス
を
つ
け
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

六
、
部
門
の
不
明
確
な
場
合
は
、
出
品
者
の
意
志
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

一
、
日
本
画
、
洋
画
は
、
額
を
含
め
て
、
た
て
二
メ
ー
ト
ル
×
よ
こ
了
五
メ
ー
ト
ル
以
内

と
し
ま
す
。

二
、
彫
刻
は
、
幅
了
三
メ
ー
ト
ル
以
内
、
奥
行
了
三
メ
ー
ト
ル
以
内
、
高
さ
二
二
ニ
メ
|
卜

ル
以
内
と
レ
ま
す
。

三
、
工
芸
は
、
重
量
六

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
内
で
、
た
て
、
よ
こ

0
・五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一

メ
ー
ト
ル
以
内
、
平
面
作
品
に
つ
い
て
は
、
た
て
て
八
メ
ー
ト
ル
、
よ
こ
了
七
メ
ー

ト
ル
以
内
と
し
ま
す
。
(
衝
立
、
棚
の
類
は
、
平
面
作
品
扱
い
と
し
ま
す
。
)

四
、
書
は
、

一
・八
二
メ
ー
ト
ル
×

0
・九
一メ
ー
ト
ル
以
内
で
重
量

一
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
内

と
し
ま
す
。

五
、
写
真
(
組
写
真
等
を
含
め
る
)
は
、
全
紙
以
上
、
了
五
メ
ー
ト
ル

×
一・五
メ
ー
ト
ル
以

内
と
し
ま
す
。

-
期
間

@
部
門

@
会
場

@
出
品

昭
和
六
十
二
年
六
月
上
旬

日
本
画

・
洋

画

・
彫
刻

・
工
芸

・
書

・
写

真

富
山
県
民
会
館

資
〆向、〆角、

条点素見

格

語
。
継
ず
ま
ー寸
返
;
ま

τ

富
山

y
北
方
領
土
の
深
川
関
係

北
海
道
の
北
東
に
浮
か
ぶ
齢
鯨
群
島
、
島
駅
島
、
臨

船
島
、
持
拡
島

i
l北
方
領
土
と
呼
ば
れ
る
島
々
。
総

面
積
は
四
、
九
九
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
富
山
県
よ

り
大
き
め
で
す
。
現
在
ソ
連
に
占
拠
さ
れ
て
い
る
ニ
の

島
々
、
実
は
富
山
県
と
深
い
係
り
を
持
っ
て
い
る
の
で

す
。沿

岸
漁
業
の
不
振
、
高
波
、
火
災
:
:
;
明
治
時
代
、

富
山
県
の
漁
村
の
生
活
は
非
常
に
貧
し
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
た
く
さ
ん
の
漁
民
が
北
海
道
ヘ
出
稼
ぎ
漁

業
に
行
っ
た
リ
、
移
住
し
た
リ
し
ま
し
た
が
、
北
方
領

土
へ
も
多
く
の
人
が
渡
リ
ま
し
た
。
終
戦
時
に
は
、
約

二
百
世
帯
、
千
三
百
人
の
県
出
身
者
が
北
方
領
土
に
住

ん
で
い
た
と
言
い
ま
す
。

北
方
領
土
の
周
辺
は
世
界
三
大
漁
場
の

一
っ
て
、
当

時
は
サ
ケ

・
マ
ス
漁
や
コ
ン
ブ
漁
が
盛
ん
で
し
た
。
特

12 

に
県
人
が
集
中
し
た
歯
舞
群
島
は
コ
ン
ブ
の
宝
庫
て
、

勇
留
島
に
住
ん
で
い
た
人
の
話
に
よ
る
と
、

「
コ
ン
ブ
漁
に
は
、
ま
ず
干
場
(
コ
ン
ブ
を
干
す
浜
)

が
必
要
で
す
。
親
方
か
ら
借
り
る
の
で
す
が
、
ハ
マ
ナ

ス
が
水
際
ま
で
群
生
し
て
い
る
の
で
整
地
が
大
変
で
し

た
。
ト
ゲ
に
刺
さ
れ
な
が
ら
朝
か
ら
晩
ま
で
深
い
根
を

掘
リ
続
け
る
の
で
す
。
干
場
が
完
成
し
た
時
の
感
激
は

七
十
年
た
っ
た
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
晴
れ
た
日

に
は
、
小
船
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ブ
を
採
リ
、

一
家
総
出
て

干
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
干
さ
な
い
と
変
色
し

て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

不
便
で
苦
し
い
こ
と
も
あ
リ
ま
し
た
が
、
着
実
に
現

金
が
入
リ
、
生
活
は
安
定
し
て
い
ま
し
た
U

地
元
か
ら
は
「
越
中
衆
は
よ
く
働
き
、
信
用
で
き
る
」

と
歓
迎
さ
れ
、
歯
舞
群
島
や
色
丹
島
に
は
越
中
村
が
で

き
た
ほ
ど
で
す
。

し
か
し
、

一
九
四
五
年
、
日
本
の
降
伏
と
同
時
に
ソ

連
軍
が
次
々
に
島
を
占
領
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

島
で
暮
ら
し
て
い
た
人
々
は
強
制
的
に
本
土
に
引
き
揚

げ
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
富
山
県
に
も
千
百
六

十
名
の
方
が
引
き
揚
げ
て
お
リ
、
北
海
道
に
次
ぐ
数
で

す
。

13 

こ
の
よ
う
に
、
先
人
が
切
リ
拓
き
、
第
二
の
故
郷
と

し
て
い
た
北
方
領
土
で
す
が
、
返
還
に
つ
い
て
は
厳
し

い
状
況
に
あ
リ
ま
す
。
私
達
の
北
方
領
土
が

一
日
も
早

く
返
還
さ
れ
る
よ
う
、
強
力
な
運
動
を
粘
リ
強
く
進
め

て
行
く
必
要
が
あ
リ
ま
す
。

国
や
県
の
団
体
で
は
、
戸
別
訪
問
や
寄
付
集
め
は

一
切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※ 



富
山
県
史
完
結

待
望
み
『
富
山
県
史
年
表
』三
月
刊
行

『富
山
県
史
年
表
』
を
三
月
に
刊
行
し
ま
す
。

こ
の
年
表
は
既
刊
の

『富
山
県
史
』
と
そ
の
編

さ
ん
の
た
め
に
永
年
に
わ
た
リ
収
集
さ
れ
て
き

た
史
料
を
も
と
に
編
さ
ん
し
た
も
の
で
、
ま
さ

に
県
史
編
さ
ん
事
業
の
集
大
成
と

い
え
る
も
の

で
す
。

『富
山
県
史
』
の
編
さ
ん
に

つ
い
て
は
、
か
れ

こ
れ
二
十
年
余
の
歳
月
が
費
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
回
の
こ
の
年
表
の
完
成
に
よ
リ

『富

山
県
史
』
は
史
料
編

・
通
史
編
あ
わ
せ
て
十
九

十

一
冊
が
完
結
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

項
目
記
載
し
て
あ
リ
ま
す
。
中
世
以
前
に

つ
い

て
は
事
象
を
国
内
と
県
内
と
に
区
分
し
、
ま
た

近
世
以
後
に
つ
い
て
は
政
治

・
経
済
・
社
会
・

文
化
の
四
分
野
に
分
け
て
構
成
し
、
富
山
県
の

歴
史
を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

記
載
す
る
に
あ
た
っ
て
は
難
か
し
い
歴
史
用

語
を
努
め
て
避
け
て
あ
リ
ま
す
。
ま
た
、
掲
載

事
項
の
す
べ
て
に
出
典
を
記
載
し
て
あ
リ
ま
す

の
で
、
関
心
の
あ
る
こ
と
が
ら
を
よ
リ
深
く
調

べ
る
手
掛
リ
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

巻
こ
の
年
表
に
は
、
原
始
か
ら
昭
和
六
十
年
ま

で
の
県
内
の
主
要
な
歴
史
事
象
を
お
よ
そ
二
万

※

『富
山
県
史
』
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
県
総

務
課
県
史
編
さ
ん
班
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

富山県史年表

規型 85版

頁数 442頁

発行期日 昭和62年3月末

販売先 県内の害庖 ・富山県教科用図

害販売株式会社

3，500円頒布予定
価格

1945年(昭和20)富山大空襲
政 イヒ

8. 1米軍機，空襲を予告する宣伝ピラを投下する19/

8. 2 富山大空襲(午前O時36分~2時27分の 1時間 51 分 ) 也 29

174機;こよる投下爆弾1万2740個・照明弾144個 死者 2?;(旨λ

(勇司48人女1335人不詳92人)重傷者約11900人軽湯者 約

6000汰寵災世帯2万4914擢災人口10万i9592人的，300 (8.2 

東海軍菅区司令部発表(B29約70機)8月l日夜半人2時間にわた

り熊野灘;商より波状侵入 正富山市付近を焼英攻態ののち遠 l'
灘より脱'ti;X9/)

8.18県内政部長，9月1日より国民学校の第2学期教育の

実施を通牒する 3 9.1県内の学校て'侵業再開/114

9.15県立盲目臣学校，日本海船渠(槻八仁寮を仮校舎とし

て侵業を再開する 40H

10. 6県内政部長，時局の急転に伴う青年学校教育に っ

し、て通牒 11.3青年学校教育の振興について通牒J

10.30県内政部長，銃剣道・児童生徒の教練など時同の急

転に伴う学校教育に ついて通牒するi51

¥近一一一巻末の出典一覧で検索できる

ようにしてあります。

文
.d. 
:lX 

8. 1県，防空法により富山市(約l万7500坪)高

4400坪)氷見市(5500坪)を防空空地に指定するi51

8. 2県と富山市が死体収容所を神通中学校裂ど5か所

に設け，死体の火葬を行う .戦災地周辺の10国民〆殺を一時

避難所とする 8.ー県庁等8か所に戦災者応急数u新が設置

される300

8.12富山赤十字病院が新庄町託児所で診療聞や1

8.21県，燈火管制の解除について告示す夕方7

関連のある事項はまとめまし

fこ。

(約3万

社済

8. 1日本銀行富山駐在員事務所，北陸銀行内に開設さ

れる (堕21.7.11富山事務所と改。85

8. 4富山市内の銀行と保険会社が北陸銀行本庖で，興

業銀行・勧諜銀行が興業銀行富山支庖で一斉に非常払出

し業務を開始す る19/

8.12富山市総合配給所が市内10か所に設置される19/

8.18戦災後休業していた大和富山広が疎開先から商品

を取り寄せ営業 を開始する 439

経
:J." ，ロ

干支とその年の閏月が載せて
あります。

県 天
皇

(
山
也
氏
)

9諸寺が百姓の墾田や園地を競買し I4. 5中納言巨勢朝臣奈豆麻呂が北陸・山陰両道の鎮撫

て永く寺地とすることを禁じる |使を兼任する(1 -60) 

12.10北陸道など諸道鎮撫使を廃止し， 1 6.21従五位下大伴宿祢家持を越中守に任命する (1 -6()) 

京畿内及び諸国の兵上を再び徴集ずる I 7.一 越中守大伴家持の赴任に際して，姑大伴坂上郎女

が歌を贈る (1 -62)これより後，平群氏女郎が家持にし

ばしば歌を贈る (1 -62) 

内

富

山
県
史

年

きを

近

代

融
叫
血
則
的
時
世
時

ゆ・.
・!Jf

S健

事i

富
山
県
史
喜四現代

富
山
県
史
書
E
密

14 

富
山
県
史
民
俗

a・
巴

山
県
奥

5
2

15 

越中に関わる職制が載せてあ

ります。

化

内容をくわしく記載した場合

は仁 コでかこみました。

近世以前では出典を略称で示

し、巻末の出典一覧に詳記し
まし fこ。

文政

富山藩ができる
西暦τ7 

寛永1611639 

己卯

閏11

年



ふるさと
みてある

立
山
町

立
山
の
ふ
も
と
芦
幌
寺
に
は、

山
男
が
た
く
さ
ん

い

ま
す
。
佐
伯
利
雄
さ
ん
同
も
そ
の

一
人
。
小
学
生
の
時
、

ガ
イ
ド
の
卯
と
し
て
山
に
入
リ
、
四
十
八
歳
で
山
小
屋

を
始
め
ま
し
た
。
今
は
息
子
さ
ん
に
山
小
屋
を
譲
リ
、

半
ば
隠
居
の
佐
伯
さ
ん
で
す
が
:
:
:
。

‘ .. 

、、=

長
寿
記
録
を
更
新
中
で
す
。
「
こ
こ
で
養
っ
と
る
か
ら
長

生
き
て
き
た
と
思
っ
た
ら
、
う
れ
し
い
わ
U

と
、
佐
伯

さ
ん
は
わ
が
事
の
よ
う
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

ス
キ
ー
を
は
い
た
男
達
が
獲
物
に
迫
リ
、
ズ
ド
|
ン、

銃
声
が
白

一
色
の
世
界
に
響
き
ま
す
。
十

一
月
か
ら
二

月
は
狩
猟
の
シ
ー
ズ
ン
。
数
年
前
ま
で
佐
伯
さ
ん
も
鉄

砲
を
担
い
で
山
を
走
リ
回
っ
て
い
ま
し
た
「ク
マ
は
五
1

六
十
頭
は
捕
っ
た
か
な
。
穴
を
探
し
て
冬
眠
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
や
っ
た
り
し
て
。
肉
は
二
l
三
時
間
煮
込
め

ば
お
い
し
い
よ
。
一

番
う
ま
い
の
は
足
の
裏
。
脂
身
が

何
と
も
言
え
ん
わ
。
ウ
サ
ギ
も
昔
は
何
万
匹
も
お
っ
た
で

け
ど
、
少
な
く
な
っ
た
わ
。
雑
木
が
減
っ
た
か
ら
動
物
4

も
住
み
に
く
く
な
っ
た
み
た
い
や
ね
。」

佐
伯
さ
ん
は
、
風
土
記
の
丘

・
カ

モ
シ
カ
園
に
い
る

雌
の
カ
モ
シ
カ
、
ク
口
を
保
護
し
た

一
人
で
す
。
今
も
、

好
物
を
届
け
た
リ
と
か
わ
い
が
っ
て
い
ま
す
。
ク
口
は

推
定
年
齢
二
十
五
歳
(
人
に
換
算
す
れ
ば
百
歳
)
て
最

立山町の概況

27，974人

(昭和60年国勢調査)

308.79平 方キロメートル

県中部より南東に細長くの

び、長野県大町市と境を接す

る。立山は日本三霊山のーっ

とされ、今も立山の旧参道沿

いには、古い石塔や石仏が無

数に点在している 。立山風土

記の丘資料館には、立山信仰

をしのぶ多くの文化遺産が保

存、公開されている 。

人口

面積

山
深
い
立
山
で
は
力
ン
ジ
キ
は
必
需
品
。
こ
ち
ら
の

方
は
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
す
。

力
ン
ジ
キ
は
、
ク
ロ
モ
ジ
と
い
う
木
で
作
ら
れ
ま
す
。

北陸最大の萱窯企

究
極
の
芸
術
l

i
越
中
瀬
戸
焼

「年
に

一
度
は
韓
国
ヘ
行
き
ま
す
。」
釈
永
由
起
夫
さ

ん

ωは
穏
や
か
に
語
リ
始
め
ま
し
た
。
紺
の
作
務
衣
が

よ
く
似
合
う
、
越
中
瀬
戸
焼
の
陶
王
で
す
。

カモシカ園のクロ (右)企

こ
の
木
、
細
長
く
て
中
が
白
い
の
で
、
芦
併
で
は

「ネ

ギ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ネ
ギ
を

U
字
型
に
曲

げ
た
も
の
を
二
本
合
わ
せ
て
輪
を
作
リ
、
ス
パ
イ
ク
に

あ
た
る
ツ
メ
を
つ
け
ま
す
。
登
山
用
は
輪
を
大
き
く
ツ

メ
も
長
く
し
、
平
地
用
は
小
さ
い
輪
に
短
か
い
ツ
メ
と
、

使
い
途
に
応

νて
作
リ
分
け
て
い
ま
す
。
か
ん
じ
き
作

り
は
と
て
も
子
聞
が
か
か
リ
ま
す
。
佐
伯
さ
ん
は

一
つ

一
つ
の
作
業
を
丹
念

に
進
め
て
い
き
ま
す

O
KL

雪
の
上
て
は
人
の
命

を
預
か
る
こ
と
に
な

る
か
ん
じ
き
、
縄
を

締
め
る
手
に
も
思
わ

ず
力
が
入
リ
ま
す
。

ネギでカ ンジキ作り佐伯利雄さんA

16 

庄楽窯窯元釈永由起夫さん企

越
中
瀬
戸
焼
は
、
日
本
十
古
窯
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど

古
い
も
の
で
す
。
彼
の
住
む
上
末

・
瀬
戸
は
、
か
つ
て

窯
業
の
村
と
言
わ
れ
、
茶
わ
ん
、
茶
入
れ
、
皿
、
徳
利

な
ど
た
く
さ
ん
の
焼
物
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
が、

一
時
と
だ
え
、
彼
の
祖
父
が
再
興
し
て
越
中
瀬
戸
焼
庄

楽
窯
を
起
こ
し
、

北
陸
最
大
と
い
わ
れ
る
登
窯
を
作
っ

て
し
ま
い
ま
じ
た
。
今
は
、
彼
が
こ
の
窯
を
守
っ
て
い

ま
す
。

上
末

・
瀬
戸
に
は
、
い
い
土
が
あ
リ
ま
す
。
こ
れ
を

こ
ね
て
口
ク
口
で
成
形
し
、
耐
仙
紙
を
か
け
て
焼
く
の
で

す
が
、
出
来
上
が
リ
の
色
は
、
火
の
具
合
と
粕
薬
の
種

類
に
よ
っ
て
違
っ
て
き
ま
す
。

「
韓
国
ヘ
行
く
の
は
、
登
窯
の
原
点
が
こ
こ
に
あ
る
か

ら
で
す
。
韓
国
に
は
白
磁
の
立
派
な
作
品
が
た
く
さ
ん

あ
リ
ま
す
。
か
つ
て
は
、
こ
こ
瀬
戸
で
も
白
磁
が
焼
か

れ
て
い
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
再
現
す
る
た
め
に
韓
国

で
二
か
月
間
窯
を
借
リ
切
っ
て
試
し
て
い
る
の
で
す
U

「
口
ク
口
の
前
に
座
っ
て
い
る
の
は
三
割
で
す
。

」
と

釈
永
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。
夏
は
土
集
め
、
秋
は
窯
の
燃

料
の
薪
集
め
、
冬
は
薪
割
リ
と
材
料
調
達
の
方
が
忙
し

い
の
で
す
。
春
に
は
趣
味
の
川
魚
釣
リ
に
行
く
の
で
す

が
、
し
っ
か
リ
粕
薬
の
原
料
と
な
る
石
を
見
つ
け
て
き

ま
す
。
「
自
分
の
欲
レ
い
も
の
は
、
自
分
て
探
さ
な
い
と
。

出
来
合
い
の
も
の
で
は
満
足
の
い
く
作
品
は
で
き
ま
せ

ん
か
ら
。」

常
に
、
よ
リ
優
れ
た
も
の
、
よ
リ
芸
術
性
の
高
い
も

の
を
追
い
求
め
、
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
苦
労
も
い
と

わ
な
い
釈
永
さ
ん
。
ロ
ク
口
に
向
か
う
彼
の
背
中
に
は
、

ブ
口
と
し
て
の
厳
し
さ
が
あ
リ
ま
し
た
。
ま
さ
に
究
極

の
芸
術
家
で
す
。
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-
ロ
月
間
日

第
四
回
県
政
P
R
デ
ザ
イ

ン
研
究
会

都
市
計
画
地
方
審
議
会

-
ロ
月
行
日

富
山
県
高
等
学
校
生
徒
等
海
外
派
遣
結

団
壮
行
式

-
ロ
月
間
日

第
十
四
富
山
県
労
働
問
題
懇
話
会

・
ロ
月
初
日

わ
た
し
た
ち
の
壁
画

幻

(
i
2
月
ー
日
)

森
林
審
議
会

富
山
の
魅
力
ニ

0
0

編
集
項
目
等
検
討
委

口
貝
会

富
山
県
高
校
美
術
展

(
j
辺
日
)

-
ロ
月
引
日

公
開
テ
レ
ビ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
ス
ノ

l
サ

ミ
ッ

ト
幻

-
ロ
月
辺
日

医
療
審
議
会

・
ロ
月
お
日

北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
議
員
連
盟
緊
急

総
会

(東
京
)

整
備
新
幹
線
着
工
実
現
総
決
起
大
会

(東
京
)

青
少
年
保
護
育
成
審
議
会

・
ロ
月
幻
日

富
山
県
総
合
運
動
公
園

(仮
称
)
事
業

覚
書
調
印
式

-1月
叩
日

一一

O
番
の
日

-1月
日
日

U
R
U
G
-
委
員
会

l .ll"lõãli'~írõ 11の8 富山..，

-1月
刊
日

と
や
ま
ス
ノ

l
ピ
ア
|
ド
幻

(
1
2
月

ー
日
)

-1月
日
日

ガ
ン
・
力
モ
科
鳥
類

の
生
息
調
査

ゴ
ン

ド
ラ
誕
生
祭

つ一~.，' 
~ 

イ
ニノ
コ
ニサ
X 

シ
ミヨ
ニノ

住
宅
情
報

【優
良
物
件
案
内
】

.
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

富
山
市
内
で
新
築
し
た
下
冨
居
団
地
と
富
山
、

新
湊
、
太
閤
山
地
区
の
既
存
の
団
地
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
住
宅
供
給
公
社

(
宮
0
7
6
4
m
5

1
3
1
)
 

-
太
閤
山
住
宅
団
地
の
宅
地
分
譲

ゆ
と
り
あ
る
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
を
お
求
め

の
方
に
は
最
適
で
す
。

-

一
区
面
平
均
面
積
/
三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

@
『分
譲
価
格
/
四
万

六
千
百
円
/
平
方
メ

l
卜

lv
 

av問
い

合
わ
せ
先

太
閤
山
住
宅
団
地
建
設
事
務
所

(8
0
7
6

6
側
0
2
2
1
)

ご
利
用
く
だ
さ
い

-
ウ

ッ
ド
リ
ー
ム
富
山
木
工
教
室

【
日
曜
大
工
教
室
】

-
日
時
/
二
月
十
五
日
間
午
前
九
時

@
製
作
物
/

ふ
み
台

-
材
料
費
/

八
百
円

※
詳
し
く
は
、
ウ
ッ
ド
リ
ー
ム
富
山

(8
0

7

6

6
側
1
5
7
0
)
ま
で

【資
金
融
資
案
内
】

・
富
山
県
特
別
住
宅
介
譲
制
度

富
山
県
住
宅
供
給
公
社
の
分
譲
住
宅
で
、

に
強
い
住
宅
仕
様
の
も
の
を
購
入
す
る
場
合
な

ど
に
適
用
さ
れ
る
制
度
で
、
住
宅
金
融
公
庫
の

融
資
額
が
割
増
さ
れ
る
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま

す
。

-
優
良
宅
地
取
得
資
金

県
、
ま
た
は
住
宅
供
給
公
社
が
造
成
し
た
住

宅
団
地
の
宅
地
を
購
入
さ
れ
る
方
へ
の
資
金
融

資
で
す
。

-
融
資
限
度
額

二
百
五
十
万
円

@
償
還
期
間

二
十
年
以
内

.
融
資
利
率

五
・
七
五
パ
ー
セ

ン
ト

-
住
み
よ
い
家
づ
く
り
資
金

雪
に
強
い
家
づ
く
り
、
住
み
よ
い
家
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
す
る
富
山
県
住
み
よ

い
家
づ
く

り
資
金
の
融
資
条
件
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
有
利

に
な
り
ま
し
た
。

av融
資
限
度
額

新
築

三
百

二
十
万
円

改

良

二

百

万

円

-
償
還
期
間

新
築

二

十

年

以

内

改

良

十

年
以
内

-
融
資
利
率

年
五

・
七
五
パ

ー
セ
ン
ト

※
住
宅
資
金
融
資
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
富
山

県
住
宅
供
給
公
社

(8
0
7
6
4
m
5
1
3

1
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

募
集
し
ま
す

-
学
生
寮
入
寮
生
募
集

東
京
周
辺
の
大
学
に
通
学
、
進
学
す
る
男
子

学
生
を
対
象
に
入
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
富
山
県
学
生
寮
(
青
雲
寮
)
】

-
場
所
/
東
京
都
府
中
市
若
松
町

-

一
力
月
あ
た
リ
費
用
/
三
万
八
千
円
程
度

【明
倫
学
館
】

-
場
所
/
東
京
都
文
京
区
小
石
川

-

一
力
月
あ
た
リ
費
用
/
二
万
五
千
円
程
度

※
詳
し
く
は
、
県
教
育
委
員
会
総
務
課
ま
で

18 

砺
波
市
高
道
に
建
設
中
の

花
総
合
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
が

「
エ
レ
ガ
、ガ
ー
デ
ン
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

O
九
点
の
応
募
の
中
か
ら
決
ま
っ
た
も
の
で
、

①
県
民
に
親
し
ま

れ
る
要
素
が
あ
リ
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
性
や
独
創
性
が
あ
る
。
②
工

レ
ガ
ン

ス

(優

雅
)
、
花
園
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
。
な
ど
が
選
定
の
理
由
に
な
リ
ま
し
た
。

花
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
栽
培
農
家
や
指
導
者
に
知
識
、
技
術
を
提
供
し
た
リ
新

し
い
花
き
類
の
技
術
を
展
示
す
る
な
ど
「
花
と
緑
の
日
本

ご

を
目
指
す
た
め
の

核
に
な
る
施
設
と
し
て
今
年
の
四
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

19 

日 曜 場 所 時 問

7 土 富山駅前 1 0 : 00 -16: 00 

7 土 高岡駅前 10 : 00 -15: 30 

8 日 富山西武前 1 0 : 00 -16: 00 

10 火 氷見市役所前 1 0 : 00 -15 : 30 

14 土 富山駅前 10: 00-16: 00 

14 土 高岡駅前 1 0 : 00 -15: 30 

15 日 富山市中央通 り派出所前 10 : 00 -16: 00 

17 火 滑川市役所前 10 : 00 -15: 30 

21 土 富山駅前 10: 00-16: 00 

21 土 魚津サンプラザ前 10 : 00 -15 : 30 

22 日 高岡駅前 10 : 00 -15: 30 

28 土 富山駅前 10:00-16:00 

28 土 高岡駅前 10 : 00 -15 : 30 

2月街頭献血日程昭和62年



お
だ
よ
り

相
手
の
事
を
考
え
な
い
子
供

終
戦
後
よ
リ
家
族
の
人
数
が
減
リ
続
け
、
核

家
族
化
を
耳
に
し
て
だ
い
ぶ
久
し
い
。
夫
婦
に

子
供

一
人
の
家
庭
が
多
く
な
っ
て
来
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
。

問
題
は
、
そ
の

一
人
づ
子
が
甘
や
か
さ
れ
放

題
に
育
て
ら
れ
、
物
事
を
自
分
本
位
で
し
か
考

え
な
い
様
な
わ
が
ま
ま
に
育
っ
て
い
る
事
で
あ

る
。一

人
っ
子
が
友
達
と
遊
ん
で
い
る
と
そ
の
子

が
突
然
い
な
く
な
る
。
あ
る
い
は
二
人
で
お
使

い
に
出
し
た
の
に
、

一
人
し
か
帰
っ
て
来
な
い
。

こ
れ
は
子
供
が
自
分
本
位
の
行
動
を
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
友
達
と
遊
ん
で
い
て
も
何
か
思

い
付
い
た
ら
相
手
に
断
リ
も
な
く
次
の
行
動
に

移
っ
て
し
ま
う
。
相
手
は
今
ま
で

一
緒
に
い
た

子
が
急
に
居
な
く
な
っ
た
の
だ
か
ら
心
配
し
て

探
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
探
せ
ば
別
の
友
達

と
遊
ん
で
い
る
。
お
使
い
も
同
じ
事
、
後
ろ
に

付
い
て
い
て
友
達
の
家
の
前
で
黙

っ
て
そ
の
家

へ
は
い
リ
込
ん
て
し
ま
う
。

こ
の
子
は
家
ヘ
帰
っ
て
も
父
母
は
共
働
き
で

あ
リ
、
遊
ぶ
も
の
は
マ
イ
コ
ン
で
あ
ろ
う
。
人

間
関
係
の
つ
な
が
リ
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
に

気
が
つ
く
。

今
の
い
じ
め
の
増
大
、
登
校
拒
否
問
題
も
何

か
し
ら
こ
こ
ら
あ
た
リ
に
関
係
し
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
家
庭
関

係
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
物
語
っ
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
共
同
社
会
の
芽
生
え
が
な
い
、

こ
れ
が
こ
の
ま
ま
広
ま
っ
た
と
き
の
社
会
現
象

を
考
え
た
と
き
末
恐
ろ
し
い
も
の
が
感
じ
ら
れ

る
。

福
野
町
宮
本
志
郎

.
お
た
よ
り
く
だ
さ
い
。

一号九
三
O

富
山
市
新
総
曲
輪

一
番
七
号

富
山
県
庁
広
報
課

「
広
報
と
や
ま

お
た
よ
リ
」
係
ま
で

(ラジオ広報
.FMとやま

“ふれあいホ ットライン"
県内各地力、らホ ットな話題を
クリアなサウンドであ、とどけ

します 1 

毎週月 一金曜日 AM9・30-9:35I 

ー国唖圏直困圃巴置画
atヨ厄~ji;J;;否哩~同同町.F.J

.困りこJ と相談所

警察本部防犯少年課

n(0764)33-8080 
・覚せい剤・サラ金相談

警察本部生活保安課

宮 (0764)41-8904
-暴力団ゼロ 110番

警察本部捜査第二課

宮 (0764)42-0110
このほ力、各警察署でも受け

付けています。

.倍長ま事司佃・d岨l41・H・
.消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ビル内

包(0764)32-9233 

-消費生活セ ンタ一高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777

1 

テレビ広報

・北日本放送

毎週日曜日 AM8:00-8・30
「こんにちは富山県て'す」

.富山テレビ放送

毎週日曜日 AM9 :00 -9: 30 
rll0万人のひろば

ークイズフォーカスインー」

-・・・・・~;~・同・ー.~岨..F.・・・・・・

高岡市赤祖父211(総合斤舎内)

宮 (0766)219411 

魚J章市新宿107(総合庁舎内)

宮 (0765)245311 

つ
い

i

い
さ

珂

さ

だ

酌問

、
た
く

-

く
て

一

てて
1
W

一

「見
ー慣
L

新聞広報

・北日本、富山、読売、北陸中日

毎月第2土曜日

「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日

「みんなの県政」

・朝日、毎日

毎月第2、最終土曜日

「県からのお知らせ」

富山市新総曲輪ト7(県庁内)

宮 (0764)31-4111附

31-3131 (県民電話)

戸 ...... 

主

-高岡地方県民相談室

-魚意地方県民相談室

邑炎ヰ目民-県

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)

n(0763)33-5151 
-砺;皮地方県民相談室

1 編集後記 ] 

-R日頃
の
不
摂
生
が
た
た

っ
て
か
、

・冬
の

寒
波
に
負
け
て
か
、
と
う
と
う
風
邪
を
ひ

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
か
か

っ
た
か
は
あ

1
」
と
思

っ
た
ら
、
時
、
既
に
遅
し
、
鼻

水
が
止
ま
ら
な
い
。
鼻
を
グ
ス
グ
ス
な
ら

し
な
が
ら
、
パ
シ
ャ
リ
パ
シ
ヤ
リ
と
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
切
リ
ま
す
。
す
る
と
出
来
あ
が

っ
た
写
真
ま
で
が
何
だ
か
水

っ
ぽ

い
感
じ
。

風
邪
ひ
き
さ
ん
に
は
な
リ
た
く
な
い
も
の

で
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
く
れ
ぐ
れ

も
身
体
に
気
を
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

-R暖冬
と
は
い
え
、
寒
に
入

っ
て
か
ら
は

朝
、
布
団
か
ら
出
る
の
に
か
な
り
の
勇
気

が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
「
起
き
る
ぞ

/
」
と

一
声
叫
ん
で
飛
び
起
き
る
毎
日
で

す
。

20 

氷
見
市
の
中
央
部
朝
日
山
に
あ
リ
、
白
鳳
十
年
草
創

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
真
言
宗
の
古
寺
上
日
寺
。
そ
こ
の

観
音
堂
へ
の
登
リ
口
に
、
清
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出

し
、
ほ
と
リ
に
は
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
イ
チ
ョ
ウ
の
巨
木
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

こ
の
清
水
が
上
日
寺
観
音
菩
薩
霊
水
て
す
。
寺
伝
に

よ
れ
ば
、
開
創
の
こ
ろ
観
音
菩
薩
を
安
置
し
た
と
こ
ろ

湧
き
出
し
た
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
水
で
本
尊
を
沫
浴
し

そ
の
霊
木
と
し
て
イ
チ
ョ
ウ
を
植
え
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
真
言
修
験
者
の
行
場
水
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
室

町
期
の
能
面
師
氷
見
宗
忠
も
こ
こ
で
心
を
清
め
、
観
音

堂
に
こ
も
っ
て
面
を
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
の
大
干
ば
つ
の
と
き
、
石
不
動
を

建
て
て
水
を
そ
そ
ぎ
、
観
音
さ
ま
に
雨
ご
い
を
し
た
と

こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
慈
雨
が
降
リ
、
喜
ん
で
鐘
を
ご
ん
ご

ん
と
打
ち
な
ら
し
ま
し
た
。
以
来
、
ご
ん
ご
ん
祭
リ
と

し
て
、
毎
年
四
月
十
七

・
十
八
日
に
水
に
ち
な
む
奇
祭

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

古
来
、
こ
の
水
は
、
無
病
・
長
寿
に
効
く
霊
水
と
し

て
飲
用
さ
れ
、
最
近
は
茶
道
の
水
と
し
て
も
珍
重
さ
れ

て
い
ま
す
。
観
音
詣
で
や
朝
日
山
公
園
散
策
を
兼
ね
多

く
の
人
が
訪
れ
、
水
を
汲
ん
で
い
き
ま
す
。至高岡十二町潟



ママ

ネ
工
、
パ
パ
/
起
き
て
/

か
し
ら
?
?
?

あ
の
音
、
な
に

v ママ

そ
う
ね
。
だ
っ
疋
一
台
の
路
上
駐
車
の
だ
め

に
そ
の
道
路
全
部
の
除
雪
が
で
き
な
い
も
の

ね。
マ

n 
n 
ン
引
一
ン
引
(
と
、
寝
ぼ
け
疋
ま
ま
窓
の
外

を
見
る
)
あ
れ
、
除
雪
車
だ
よ
。

フ
ー
ン
、
ず
い
ぶ
ん
早
い
の
ね
。

ママ可YJ~ 
n 

そ
う
そ
う
、
隣
り
の
奥
さ
ん
、
ガ
ミ
ガ
ミ
い

っ
て
だ
ね
。

コ
」
れ
、
誰
の
車
グ
」

っ
て
。

マ

J~ 
J~ 

ほ
ん
と
に
ご
苦
労
さ
ま
だ
ね
。

で
も
、
近
所
に
い
つ
も
路
上
駐
車
し
て
あ
る

車
、
け
さ
は
ち
ゃ
ん
と
よ
け
て
あ
る
か
な
。

可Yママ

あ
の
車
の
持
ち
主
は
¥
け
さ
も
き
っ
と
一
肩
身

ガ
狭
い
で
し
ょ
う
ね
。

そ
う
だ
ね
。
路
上
駐
車
は
雪
の
季
節
は
特
に

社
会
の
メ
イ
ワ
ク
だ
っ
て
こ
と
、
自
分
も

ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
る
は
ず
だ
か
ら
ね
。

J~ 
H 

(除雪の迷惑=路上駐車はやめましょう.!)

『みんなのまちは、みんなで除雪』

ご協力、おねがいします。
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